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平
成　

年
度
予
算
が
市
議
会
３
月
定
例

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

一
般
会
計
と
４

つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は

９
百　

億
９
千
３
百
万
円
　

％
の
減

.

と
な
り
ま
し
た

怯
一
般
会
計
歳
入

▽
市
税　

％
の
減

.

　

個
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
の
減
な
ど

に
よ
り

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
４
千

６
百
万
円
の
減
を
見
込
み
ま
し
た

▽
地
方
交
付
税　

・

％
の
増

　

平
成　

年
度
に
引
き
続
き
普
通
交
付
税

の
交
付
団
体
に
な
る
と
見
込
み

４
億
６

千
万
円
の
増
を
見
込
み
ま
し
た

▽
繰
入
金　

％
の
増

.

　

財
政
調
整
基
金

公
共
施
設
整
備
基
金

か
ら
の
繰
入
金
の
増
な
ど
に
よ
り

１
億

２
千
４
百　

万
円
の
増
を
見
込
み
ま
し

た▽
市
債　

％
の
増

.

　

赤
字
債
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
借

入
れ
の
増
な
ど
に
よ
り

７
千
２
百　

万

円
の
増
を
見
込
み
ま
し
た

怯
一
般
会
計
歳
出

目
的
別

▽
民
生
費　

％
の
増

.

　

児
童
手
当

子
ど
も
手
当

な
ど
は
減

と
な
り
ま
し
た
が

障
害
者
自
立
支
援
給

付
費
の
増

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す

▽
土
木
費　

・

％
の
減

　

前
年
度
に
計
上
さ
れ
て
い
た
東
京
都
と

の
共
同
事
業
が
無
く
な
る
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す

▽
公
債
費　

％
の
増

.

　

償
還
利
子
は
減
と
な
り
ま
し
た
が

償

還
元
金
の
増
に
よ
り　

％
の
増
と
な
り
ま

.

し
た

問
合
せ　

財
政
課
緯　

３
４
６

９
５

０
４

 　

２
月　

日
の
市
議
会
本
会
議
に
お
い

て

２
人
目
の
副
市
長
に

前
都
市
開
発

部
長
の
山
下
俊
之
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
同
意
が
な
さ
れ

４
月
１
日
付

で
就
任
し
ま
し
た
　
　

秘
書
広
報
課

 
怯
や
さ
し
さ
が　
走
る
こ
の
街　
こ
の
道
路

　

運
動
の
基
本
は

子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止

で
す

ま
た

次
の
４

点
を
重
点
に
安
全
運
動
を
進
め
ま
す

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

特
に
自

転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底

▽
す
べ
て
の
座
席
の
シ

ト
ベ
ル
ト
と
チ

イ
ル
ド
シ

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

副
市
長
に
山
下
俊
之
氏

月

日
金

　

日
日

春春
のの

全
国
交
通
安
全
運

全
国
交
通
安
全
運
動動

　

市
内
で
発
生
す
る
事
故
の
約
半
数
が
自

転
車
が
関
与
す
る
事
故
で
す

　

次
の
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守

て

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し

う

▽
自
転
車
は
車
道
が
原
則
歩
道
は
例
外

▽
車
道
は
左
側
を
通
行

▽
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で

車
道
寄
り
を

徐
行

▽
安
全
ル

ル
を
守
る

飲
酒
運
転
の
禁

止

二
人
乗
り
の
禁
止

並
進
の
禁
止

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

信
号
を
守
る

交
差
点
で
の
一
時
停
止
と
安
全
確
認

▽
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ

ト
を
着
用

問
合
せ　

交
通
対
策
課
緯　

３
４
６

９
８
２
７

  　

４
月
１
日
か
ら
新
た
に
Ｍ
Ｍ
Ｋ

マ
ル

官
公
署
だ
よ

官
公
署
だ
よ
りり

都
税
を
納
付
で
き
る

店

舗

を

追

加

w
w

w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w

　

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

は

平
成　

・　

年
度
の
保
険
料
率
を
決

定
し
ま
し
た

表
１

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
は

７
月
に
お

送
り
す
る
保
険
料
額
決
定
通
知
書
で
ご
確

認
く
だ
さ
い

※
年
金
天
引
き
に
よ
る
納
付
の
方
は

４

月
・
６
月
・
８
月
の
保
険
料
は
平
成　

年

中
の
所
得
に
基
づ
き

平
成　

・　

年
度

の
保
険
料
率
で
仮
に
計
算
し
た
額
で
す

怯
保
険
料
の
軽
減

　

所
得
の
低
い
世
帯
の
方
は

保
険
料
が

軽
減
さ
れ
ま
す

表
２

た
だ
し

被
扶

養
者

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の
受
給
者

無
収
入
の
方
な
ど

所
得
が
不
明
な
場
合

は

軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す

　

対
象
と
な
る
方
で

所
得
の
申
告
を
し

て
い
な
い
場
合
は

税
務
課

市
役
所
２

階

東
部
・
西
部
出
張
所

動
く
市
役

所
で
住
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ　

保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療

係
緯　

３
４
６

９
５
３
８

  　

平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
万
４
千
９
百　

円
で
す

日
本
年

金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
る
事
が
で
き
ま
す

国国国国国国国国国国国
民
年年年年年年年年年年年
金

平

成　

年

度

の

国
民
年
金
保
険
料
と

年

金

額

を

決

定
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.
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ま
た

平
成　

年
度
の
年
金
額
は
次
の

と
お
り
で
す

▽
老
齢
基
礎
年
金

年
額

　

万
６
千

５
百
円

▽
障
害
基
礎
年
金

年
額

１
級　

万

３
千
百
円

２
級　

万
６
千
５
百
円

▽
遺
族
基
礎
年
金

年
額

　

万
６
千

５
百
円

▽
遺
族
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
額
年
額

　

第
１
子
お
よ
び
第
２
子
　

万
６
千
３

百
円

第
３
子
以
降

未
定

※
平
成　

年
度
の
年
金
額
は

年
度
途
中

で
改
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
合
せ　

武
蔵
野
年
金
事
務
所
緯
０
４
２

２
　

１
４
１
１

 　

国
民
年
金
保
険
料
に
は

次
の
割
引
制

度
が
あ
り
ま
す

怯
納
付
書
に
よ
る
前
納

　

任
意
の
月

前
納
を
申
請
す
る
月

分

か
ら
年
度
末
ま
で
の
前
納
が
で
き
ま
す

怯
口
座
振
替
に
よ
る
前
納

保
険
料
の
割
引
制
度

-

/

.
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希
望
者
は

国
民

年
金
口
座
振
替
納
付

変
更
申
出
書
を

口
座
を
お
持
ち
の
金

融
機
関
ま
た
は
最
寄

り
の
年
金
事
務
所
へ

持
参
ま
た
は
送
付
し

て
く
だ
さ
い

　

１
年
前
納
と
上
半

期
前
納
は
２
月
末
ま

で

下
半
期
前
納
は

８
月
末
ま
で
の
受
付

に
な
り
ま
す

怯
早
割
口
座
振
替

　

月
々
の
保
険
料
を

対
象
月
の
月
末
の

引
き
落
と
し
に
よ
り
納
付
し
ま
す

※
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い問
合
せ　

武
蔵
野
年
金
事
務
所
緯
０
４
２

２
　

１
４
１
１

 　

都
で
は

自
然
観
察
・
体
験
活
動
や
緑

地
保
全
活
動
の
指
導
者
な
ど
を
育
成
す
る

た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

と　

き　

６
月　

日

９
月
１
日
の
土

曜
・
日
曜
日　

全
８
回

計　

時
間

費　

用　

１
万
４
千
４
百
円

対　

象　

都
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
以
上

で

緑
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ア
活
動
経

験
が
１
年
間
に　

日
以
上
あ
る
方

定　

員　
　

人

申
込
み　

５
月　

日

金

ま
で

消
印

有
効

に

所
定
の
申
込
書
を
送
付

フ

ク
シ
ミ
リ

電
子
メ

ル
で
問
合
せ
先

へ

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
詳
し
く
は

東
京
都
環
境
局
の
ホ

ム

ペ

ジ
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を
ご
覧
く
だ
さ

い

ま
た

申
込
書
も
ダ
ウ
ン
ロ

ド
で

き
ま
す

問
合
せ　

東
京
都
環
境
局
自
然
環
境
部
緑

環
境
課
保
全
係

〒　

們
８
０
０
１

緯

　

５
３
８
８

３
５
５
５

俊　

５

緑
の
ボ
ラ
ン
テ

ア

指
導
者
等
育
成
講
座

基
礎
講
座
受
講
生
募
集

平
成　

年
度

q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
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;
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;
;
;
;
;
;
;

　

市
で
は

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
・
燃
料
電
池
を
設
置
す
る
方
に

設
置

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

左
表

　

助
成
を
受
け
る
方
に
は

市
民
モ
ニ
タ

と
し
て

機
器
使
用
の
効
果
な
ど
を
報

告
し
て
い
た
だ
き
ま
す

対　

象　

▽
市
内
在
住
ま
た
は
居
住
予
定

で

自
宅
で
新
し
い
機
器
を
設
置
し
使
用

す
る
方

▽
設
置
前
に
申
請
し

申
請
日
か
ら
既
築

４
か
月
・
新
築
７
か
月
以
内
に
設
置
を
完

了
で
き
る
方

申
込
み
開
始
日
・
受
付
場
所　

４
月　

日

木　

午
前
９
時

午
後
５
時

市
役

所
５
階
５
０
２
会
議
室

※
４
月　

日
以
降
は

午
前
８
時　

分
か

ら
午
後
５
時
ま
で

環
境
保
全
課

市
役

所
４
階

で
受
け
付
け

申
込
み　

申
請
書
類
を
受
付
場
所
へ
持
参

送
付

電
子
メ

ル
不
可

※
要
件
な
ど

詳
し
く
は
募
集
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い

※
募
集
要
領
は

環
境
保
全
課

東
部
・

西
部
出
張
所

動
く
市
役
所
に
あ
り
ま

す

ま
た

小
平
市
ホ

ム
ペ

ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す

問
合
せ　

環
境
保
全
課
緯　

３
４
６

９
８
１
８

 　

小
型
放
射
線
測
定
器
の
貸
出
対
象
を
拡

大
し
ま
し
た

小
型
放
射
線
測
定
器
の

貸

し

出

し

貸
出
期
間　

１
日

平
日
の
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

原
則
月
１
回

貸
出
場
所　

環
境
保
全
課
市
役
所
４
階

費　

用　

無
料

貸
出
対
象　

市
民

市
内
の
法
人

幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
保
育
所
の
施
設

長

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
そ
の
類
似
団
体

小
平
市

青
少
年
対
策
地
区
委
員
会

自
治
会
お
よ

び
町
内
会

借
用
の
手
続
き　

次
の
手
続
き
を
行

て

く
だ
さ
い

▽
電
話
に
よ
る
事
前
予
約

事
前
に
環
境

保
全
課
へ
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い

受
け
付
け
は

原
則
と
し
て
貸
出
日
の
属

す
る
月
の
前
月
の
初
日
か
ら
開
始
し
ま
す

▽
申
請
書
の
提
出

貸
し
出
し
を
受
け
る

日
ま
で
に
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
押
印
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い

申

請
書
は
環
境
保
全
課
の
窓
口
ま
た
は
小
平

市
の
ホ

ム
ペ

ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す

▽
本
人
確
認
書
類
の
提
示

申
請
書
の
提

出
の
際
に

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
る
書
類

健
康
保
険
証

運
転
免
許
証

ほ
か

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ　

環
境
保
全
課
緯　

３
４
６

９
５
３
６

 　

私
立
幼
稚
園
お
よ
び
市
内
６
か
所
の
空

間
放
射
線
量
測
定
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す測
定
期
間　

３
月　

日

月

　

日

金
測
定
者　

市
職
員

測
定
機
器　

シ
ン
チ
レ

シ

ン
式
サ

ベ
イ
メ

タ

日
立
ア
ロ
カ
メ
デ

カ
ル

Ｔ
Ｃ
Ｓ
倆
１
７
２
Ｂ

測
定
方
法　
　

秒
ご
と
に
５
回
測
定
し

平
均
値
を
算
出

測
定
場
所
・
測
定
結
果　

左
表
・
下
表
の

と
お
り

問
合
せ　

環
境
保
全
課
緯　

３
４
６

９
５
３
６

空
間
放
射
線
量
の

測

定

結

果

第　

回

 
怯
サ
イ
エ
ン
ス
友
の
会
会
員
募
集

　

会
員
に
な
る
と
入
館
が
無
料
に
な
る
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す

有
効
期
限　

４
月
１
日

日

以
降
の
会

員
証
を
受
け
取

た
日
か
ら
平
成　

年
３

月　

日

日

ま
で

年
会
費　

子
ど
も
会
員

４
歳

高
校
生

含
む　

歳

１
千
円

一
般
会
員
　

歳

以
上

２
千
５
百
円

家
族
会
員

同
居

の
１
家
族
４
人
ま
で

５
千
円

※
家
族
会
員
は
１
人
増
え
る
ご
と
に

子

ど
も
５
百
円
一
般
１
千
５
百
円
を
加
算

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド

ム
改
修
工
事
の

た
め

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
大
型
映
像
は

７
月
７
日

土

か
ら
上
映
を
開
始
す
る

予
定
で
す　

月
か
ら
平
成　

年
３
月
ま

で
は
展
示
室
改
修
工
事
の
た
め
一
部
ご
覧

い
た
だ
け
な
い
展
示
室
が
あ
り
ま
す

申
込
み　

４
月
１
日
日
か
ら

多
摩
六

都
科
学
館
イ
ン
フ

メ

シ

ン
へ

現

金
書
留
可

※
申
込
用
紙
は
多
摩
六
都
科
学
館
ホ

ム

ペ

ジ

http://w
w
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か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ド
で

き
ま
す

ま
た
は

市
役
所

公
民
館

図
書
館
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す

※
申
込
み
か
ら
約
２
週
間
で
会
員
証
を
送

付
し
ま
す

怯
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

　

４
月
１
日

日

か
ら

叙
乃
村
工
藝

社
が
多
摩
六
都
科
学
館
の
管
理
運
営
を
行

い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た

科
学
館
と
し
て

利
用
者
サ

ビ
ス
の
向

上
に
努
め
ま
す

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す

月
の
休
館
日　

９
日
・　

日
・　

日
の

月
曜
日

問
合
せ　

多
摩
六
都
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学
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０
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月
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月
の
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▽
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▽
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▽
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ク

セ
ル　

▽
イ
ン
タ
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▽
デ
ジ
カ
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▽
自
由
コ

ス

と
こ
ろ　

小
平
市
シ
ル
バ

人
材
セ
ン
タ

対　

象　

中
学
生
以
上

※
受
講
料
な
ど
は
公
民
館

図
書
館

地

域
セ
ン
タ

に
あ
る
募
集
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

申
込
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４
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日

木

ま
で
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復
は
が
き
ま
た
は
電
子
メ

ル
に
住
所

氏
名

電
話
番
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ス
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の
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小
平
市
シ
ル
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怯
陽
春
の
福
生
段
丘
と
市
内
の
神
社
仏
閣

探
訪
・
熊
川
分
水
の
今
昔
散
策

と　

き　

４
月　

日

水　

雨
天
実
施

集　

合　

午
前
９
時　

分　

青
梅
線
福

JR

生
駅
改
札
口

※
解
散
は
午
後
０
時　

分
ご
ろ　

青
梅

JR

線
拝
島
駅

コ

ス　

福
生
駅
們
長
徳
禅
寺
們
永
田
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多
摩
川
堤
桜
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木
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福
生
市
立
中
央
体
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們
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岩
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們
中
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公
園
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玉
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水
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ほ
た
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們
熊
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熊
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們
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梅
線
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JR
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約
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円
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み　

小
平
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タ
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パ
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シ
ル
バ

ガ
イ
ド

Ｎ

市民総合
体育館
市民総合
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国分寺市

西
武
国
分
寺
線

西
武
国
分
寺
線

府
中
街
道

府
中
街
道

小
平
3・2・8
号（
現
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号
）府
中
所
沢
線

小
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現
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道
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台
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玉川上水
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せ
先
へ

申
込
み
多
数
の
場
合
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都
で
道
路
幅
員
な
ど
の
変
更
手
続
き
を

進
め
て
い
る
小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
２
・

８
号

現
３
・
３
・
８
号

府
中
所
沢
線

は

市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ

プ
ラ
ン
で

将
来
の
都
市
構
造
の
骨
格
と
な
る
道
路
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が

そ
の
う
ち

上
水
本
町
一
丁
目
の
国
分
寺
境
か
ら
小
川

町
一
丁
目
の
青
梅
街
道
ま
で
の　

熟
俊
が

.

現
在
道
路
が
な
い
未
着
手
の
区
間
と
な

て
い
ま
す

こ
の
区
間
に
つ
い
て

地
域

の
皆
さ
ん
や

都
市
計
画
に
興
味
の
あ
る

方
で
話
し
合
う
ワ

ク
シ

プ

市
民

会
議

を
開
催
し
ま
す

　

道
路
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て

意
見

を
出
し
話
し
合
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

ま

ち

づ

く

り

ワ

ク
シ

プ
の

参

加

者

を

募

集

小
平

・

・

号
線

O
O

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

平成 年度当初予算額
対前年度比較

平成 年度平成 年度区　　　分 増減率
（％）増減額

△ ．△ 億 ， 万円億 ， 万円億 ， 万円一 般 会 計

．億 ， 万円億 ， 万円億 ， 万円国民健康
保険事業

特
別
会
計

．億 ， 万円億 ， 万円億 ， 万円後期高齢
者 医 療

．億 ， 万円億 ， 万円億 ， 万円介護保険
事 業

△ ．△ 億 万円億 万円億 ， 万円下 水 道
事 業

△ ．△ 億 ， 万円億 ， 万円億 ， 万円合　　計

小平市の基金と借金の残高見込み
平成 年度平成 年度
億 ， 万円億 ， 万円基金（市全体）
億 ， 万円億 ， 万円市債等（※）

※一般会計のほかに下水道事業特別会計、小平市土地開発公社を
含む。

小平市の財政指標
平成 年度
東京都 市
平均

平成
年度

平成
年度

平成
年度説　　明項　　目

．．．※ ．財政力の強弱を示す数値。単年度で を超えると
普通交付税が交付されません。
小平市は平成 年度から普通交付税の交付団体に
なりました。

財政力指数
上段： 年平均
下段：単年度　 ．．．※ ．

．．※ ．※ ．
財政構造の弾力性を示します。数値の高い小平市
は、事業を見直しながら新規事業に取り組む必要
があります。

経常収支
比率（％）

．．※ ．※ ．
税などの収入のうちどれだけの割合を借金返済に
充てているかを示す指標。下水道会計や一部事務
組合の借金の返済部分も反映させています。

実質公債費比率
（ 年平均）
（％）

※は推計値です。

（ ）

後期高齢者
医療保険料

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率保険料率をををををををををををををををををををををををををををををををををを
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決　定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

平成 ・ 年度の

割引制度による割引額
早割年前納半年前納納付方法

， 円円納付書によ
る前納

月額 円， 円， 円口座振替に
よる前納

まちづくりワークショップ　日程
テーマと　き

小平 ・ ・ 号線ができることで
心配すること・期待すること

月 日（金）
午後 時～ 時

・まち歩き（小平 ・ ・ 号線計画地
周辺をグループに分けて歩きます）
・まち歩きでわかったこと・よい点・
悪い点・提案

月 日（土）
午後 時～ 時

交通、環境などで心配すること・
期待すること

月 日（金）
午後 時～ 時

・沿道の土地利用や周辺のまちづく
りなどで心配すること・期待すること
・広域の社会や地域の産業などに対
して心配すること・期待すること

月 日（土）
午後 時～ 時

※全 回。

表 　平成 ・ 年度の保険料率

※「賦課のもととなる所得金額」とは、旧ただし書き所得のことを指し、前
年中の総所得および山林所得ならびに株式・長期（短期）譲渡所得など
の合計金額から基礎控除額 万円を引いた額です（ただし、雑損失の繰
越控除額は控除しません）。

均等割額

被保険者
人あたり
， 円

＋
所得割額

賦課のもととな
る所得金額※

×
． ％

保険料額

上限額
万円

＝

表 　均等割額および所得割額の軽減

軽減割合基　準　額
（年金収入のみの場合）

全額万円（年金収入 万円）以下①

％万円（年金収入 万円）以下②

％万円（年金収入 万円）以下③

※①・②は、東京都後期高齢者医療広域連合独自の軽減措置で
す。

　被保険者本人の「賦課のもととなる所得金額」が下記の基
準額以下の場合、所得割額が軽減されます

所得割額の軽減

　同じ世帯の被保険者および世帯主の合計所得額が下記の基
準額を超えない場合、均等割額が軽減されます

均等割額軽減割合基　準　額

， 円．割基礎控除額（ 万円）

， 円割
．割軽減対象者で、後期高齢者医療
制度の被保険者全員が、年金収入 万
円以下（その他の所得なし）

， 円割基礎控除額（ 万円）＋（ ．万円×被保
険者数（被保険者である世帯主を除く））

， 円割基礎控除額（ 万円）＋（ 万円×被保険
者数（被保険者である世帯主を含む））

※ 歳以上で公的年金等控除を受けた方は、さらに高齢者特
別控除 万円を控除します。

均等割額の軽減

助成対象機器および助成金額
予定件数助成金額助成対象機器

件
出力 kW当たり
万円

（上限 万円）

太陽光発電
システム機器

件機器当たり
万 千円

燃料電池
（エネファーム）
※各機器の補助予定件数は、申込みの状況により
予算の範囲内で変動することがあります。

※都の太陽光発電システム機器、燃料電池の補助
金は、発電出力 kW当たり 万円。
※国の太陽光発電システム機器の補助金は、　　

kW当たりシステム価格が 万円以下は 万
円、 ．万円以下は ．万円。燃料電池は未定。

空間放射線量測定結果
測定日： 月 日（木）、天候　晴れ

測　定　値
所在地測定場所 測定値

地上 尺
地上 尺地上 尺

．．．小川町 害小平第一小学校校庭（中央・西）
．．．仲町小平第二小学校校庭（中央・東）
．．．花小金井 害 害小平第五小学校校庭（東部）
．．．上水南町 害 害上水中学校校庭（南部）
．．．大沼町 害大沼保育園園庭（北部）
．．．小川町 害上宿保育園園庭（西部）

※測定値の単位はマイクロシーベルト／時。
※東京都健康安全研究センターで平常時に観測されていた測定値は、
　 ． ～ ． マイクロシーベルト／時。

小平市私立幼稚園　空間放射線量測定結果
測　定　値測定場所園の名称測定日 地上 尺地上 尺地上 尺

．．．園庭中央小平学園幼稚園月 日 ．．．砂場
．．．園庭中央（人工芝）小平花小金井幼稚園月 日 ．．．砂場
．．．園庭中央小平みどり幼稚園月 日 ．．．砂場
．．．園庭中央白梅幼稚園月 日 ．．．砂場
．．．園庭中央たかのだい幼稚園月 日 ．．．砂場
．．．園庭中央なおび幼稚園月 日 ．．．砂場
．．．園庭中央丸山幼稚園月 日 ．．．砂場
．．．園庭中央小平神明幼稚園月 日 ．．．砂場
．．．園庭中央小平姫百合幼稚園月 日 ．．．砂場
．．．園庭中央

りんどう幼稚園月 日 ．．．砂場（南東側）
．．．砂場（南西側）
．．．園庭中央（芝生）洗心幼稚園月 日 ．．．砂場
．．．園庭中央小平あおば幼稚園月 日 ．．．砂場
．．．園庭中央

小平なみき幼稚園月 日 ．．．砂場（北側）
．．．砂場（南側）
．．．園庭中央小平若竹幼稚園月 日 ．．．砂場
．．．園庭中央

弥生台幼稚園月 日 ．．．砂場（東側）
．．．砂場（西側）
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４
月
は

社
会
人
と
し
て
ス
タ

ト
す

る
方

人
事
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で
新
任
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に
就
く
方
な
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の
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わ

る
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す
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入
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の
建
物
内
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各
設
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配
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ら
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い
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と
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１
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教
育
を
行
い

災
害
発
生
時
に
対
応
で
き

る
体
制
を
整
え
て
お
き
ま
し

う

　

ま
た
引

越
し
も
多
い
時
期
な
の
で

新
し
い
土
地
に
ま
だ
不
慣
れ
か
も
し
れ
ま

せ
ん

災
害
時
の
避
難
場
所
や
非
常
用
持

ち
出
し
袋
の
確
認

家
具
類
の
転
倒
落
下

移
動
防
止
も
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す

新

入

社

員

に

防
火
・
防
災
教
育
を

　

地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
に
も
積
極
的
に

参
加
し
防
災
行
動
力
を
高
め
ま
し

う

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課
緯　

３

４
１

０
１
１
９

 　

警
視
庁
で
は

年
間
を
通
じ
て

少
年

の
家
出
や
非
行
問
題
な
ど
で
お
悩
み
の
方

に

電
話
ま
た
は
面
接

要
予
約

で
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す

な
お

相
談
内
容

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

怯
立
川
少
年
セ
ン
タ

と　

き　

平
日
の
午
前
８
時　

分

午
後

５
時　

分

電
話
相
談　

緯
０
４
２

５
２
２

６
９

３
８

怯
家
出
人
相
談
室

と　

き　

平
日
の
午
前
８
時　

分

午
後

５
時　

分

電
話
相
談　

緯　

３
５
９
２
１
６
４
０

怯
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ

ナ

と　

き　

平
日

午
前
８
時　

分

午
後

８
時

土
曜
・
日
曜
日

祝
日

午
前
８

時　

分

午
後
５
時

電
話
相
談　

緯　

３
５
８
０
４
９
７
０

問
合
せ　

警
視
庁
少
年
育
成
課
保
護
相
談

係
緯　

３
５
８
１

４
３
２
１
内
線
３

０
７
５
２

３

家

出

人

・

少

年

相

談

新
エ
ネ
・
省
エ

新
エ
ネ
・
省
エ
ネネ

機

器

設

機

器

設

置置

モ
ニ
タ

を
募

モ
ニ
タ

を
募
集集

予
算
の
あ
ら
ま

予
算
の
あ
ら
ま
しし

予
算
の
あ
ら
ま

予
算
の
あ
ら
ま
しし

一般会計予算の内訳

歳入
562億8,400万円
（100．0％）

歳出
562億8,400万円
（100.0％）

市税
285億200万円
（50.6％）

（市民税・固定資産税
 など皆さんから納め
 られる税金です）

国庫支出金
84億8,030万6千円（15．1％）

（国からの補助金などで、生活保護
など特定の事業に充てられます）

繰越金
8億円（1．4％）

（平成23年度からの繰越金です）

その他
15億8,650万4千円（2．8％）
（使用料および手数料、分担
金および負担金などです）繰入金

21億2,666万4千円（3．8％）
（各基金を取り崩すものです）

各種譲与税・交付金
46億1，200万2千円（8．2％）
（人口などに応じて交付
されるものです）

市債
33億2，310万円（5．9％）
（市が国や金融機関
などから借りるお金です）

都支出金
68億5，342万4千円（12．2％）
（都からの補助金などで、
特定の事業に充てられます）

消防費
21億6,972万7千円（3．8％）
（火災や台風などの
防災活動に）

その他
9億5，159万1千円（1．7％）

（議会費、商工費、労働費、農業費、
諸支出金、予備費）

民生費
264億3，496万7千円
（47．0％）

（子どもや高齢者、
身体の不自由な方
などの福祉、生活
保護などに）扶助費

158億
8，804万4千円
（28．2％）

扶助費
158億

8，804万4千円
（28．2％）

人件費
92億423万1千円
（16．4％）

人件費
92億423万1千円
（16．4％）

公債費
45億4,909万7千円
（8．1％）

公債費
45億4,909万7千円
（8．1％）

普通建設事業費
26億6，656万5千円
（4．7％）

その他
239億7,606万
 3千円（42.6％）

その他
239億7,606万
 3千円（42.6％）

教育費
56億208万9千円（9.9％）

（学校教育、図書館、公民館、
体育施設の整備や教育振興に）

土木費
46億6,352万2千円
（8.3％）
（道路・公園の整備
など住みよいまち
づくりに）

総務費
74億6，858万円（13．3％）
（市庁舎の管理、文化の
振興、コミュニティなどに）

公債費
45億4,909万7千円
（8.1％）
（市の借入金の返済に）

衛生費
44億4,442万7千円（7．9％）
（各種健康診断、
予防接種、ごみ収集、
リサイクル推進などに）

+
+

+
+
+
+
+
+
+

日　

程　

右
下
表
の

と
お
り

と
こ
ろ　

市
民
総
合

体
育
館
第
２
・
３
会

議
室

※
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

対　

象　

市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方

定　

員　
　

人

山下俊之氏


